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別紙２ 

新 旧 対 照 表 

（注）アンダーラインを付した部分は改正部分である。 

改  正  後 改  正  前 

別冊 

酒税法及び酒類行政法令解釈通達 

 

第２編 酒税法関係 

第９条 酒類の販売業免許 

第２項関係 

１ 期限付酒類小売業免許の取扱い 

(1) 免許の要件 

期限付酒類小売業免許（期限を付した酒類小売業免

許をいう。以下同じ。）は、申請者、申請販売場、申

請目的等が、次に該当している場合に付与する。 

イ 申請者が製造者又は酒類販売業者であり、博覧会

場、即売会場その他これらに類する場所（以下「博

覧会場等」という。）で臨時に販売場を設けて酒類

の小売を行う。 

 

(注)１ 即売会場とは、会社、官公庁若しくは団体

等の職場において開催される即売会場、地方

特産物、新製品若しくは贈答品の即売会場又

は製造者の自製酒、酒類販売業者の自己の商

標を付した酒類若しくは自己の輸入した酒類

の広報宣伝のための展示等即売会場をいう。 

２ その他これらに類する場所とは、野球場等

の競技場、遊園地、キャンプ場、スキー場、

海水浴場等季節的又は臨時に人の集まる場

所、ダム工事現場等又は季節的な遊覧旅行を

目的とする臨時列車内若しくは遊覧船内等を

いう。 

ロ 酒類の小売目的は、特売又は在庫処分等でない。 

ハ 博覧会場等の管理者との間の契約等により、販売

場の設置場所が特定されている。 

ニ 催物等の開催期間又は開催日があらかじめ定めら

れている。 

 この場合において、ダム工事現場に係るものにつ

いては工事の終期が、臨時列車又は遊覧船に係るも

のについては運行期間等が明瞭に定められている。 

別冊 

酒税法及び酒類行政法令解釈通達 

 

第２編 酒税法関係 

第９条 酒類の販売業免許 

第２項関係 

１ 期限付酒類小売業免許の取扱い 

(1) 免許の要件 

期限付酒類小売業免許（期限を付した酒類小売業免

許をいう。以下同じ。）は、申請者、申請販売場、申

請目的等が、次に該当している場合に付与する。 

イ 申請者が製造者又は酒類販売業者であり、博覧会

場、即売会場その他これらに類する場所（以下「博

覧会場等」という。）で又は輸入酒フェア等の実施

を目的として、臨時に販売場を設けて酒類の小売を

行う。 

(注)１ 即売会場とは、会社、官公庁若しくは団体

等の職場において開催される即売会場、地方

特産物、新製品若しくは贈答品の即売会場又

は製造者の自製酒、酒類販売業者の自己の商

標を付した酒類若しくは自己の輸入した酒類

の広報宣伝のための展示等即売会場をいう。 

２ その他これらに類する場所とは、野球場等

の競技場、遊園地、キャンプ場、スキー場、

海水浴場等季節的又は臨時に人の集まる場

所、ダム工事現場等又は季節的な遊覧旅行を

目的とする臨時列車内若しくは遊覧船内等を

いう。 

ロ 酒類の小売目的は、特売又は在庫処分等でない。 

ハ 博覧会場等の管理者との間の契約等により、販売

場の設置場所が特定されている。 

ニ 博覧会場等に係るものについては、催物等の開催

期間又は開催日があらかじめ定められている。 

ホ ダム工事現場に係るものについては工事の終期

が、臨時列車又は遊覧船に係るものについては運行

期間等が明瞭に定められている。 
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改  正  後 改  正  前 

（削除） 

 

 

(注) 上記イの(注)２の場所において、現に固定し

た店舗を設け、清涼飲料又はし好飲料の販売を

業として行っている者が申請者の場合で、販売

場廃止後の酒類の引渡先（当該免許申請に係る

酒類の品目について製造免許又は販売業免許を

受けている製造者又は酒類販売業者をいう。）

及び引渡期日があらかじめ定められており、か

つ、当該引渡先が確実に引き取る旨の確約書を

提出しているときは、上記イの規定にかかわら

ず、期限付酒類小売業免許を付与することがで

きる。 

(2) 申請書の提出 

期限付酒類小売業免許を受けようとする場合には、

原則として、販売場を開設する日の２週間前までに申

請させる。 

(3) 免許の期限 

イ 期限付酒類小売業免許を付与する場合は、催物等

の開催期間、季節的又は臨時に人の集まる期間、運

行期間等を考慮し、適切な期限を付す。 

ロ 催物等の開催期間又は開催日が延長又は延期され

たため特に必要であると認められる場合は、免許の

期限を延長することができる。 

 

２ 届出による期限付酒類小売業免許の取扱い 

製造者又は酒類販売業者が博覧会場等で臨時に販売場

を設け酒類の小売を行う場合であり、次の要件に該当

し、かつ、原則として販売場を開設する日の10日前まで

に、酒類の小売を行う旨を当該販売場の所在地の所轄税

務署長に届け出たときは、当該届出により期限付酒類小

売業免許を付与したものとして取り扱う。 

ただし、同一者による同一場所での届出は当該販売場

を開設する日から起算して１か月以内において１回に限

る。 

 

 

 

ヘ 輸入酒フェア等については、１回の開催期間が、

おおむね２週間以内であり、同一の臨時販売場にお

いて年６回以内である。 

(注) 上記イの(注)２の場所において、現に固定し

た店舗を設け、清涼飲料又はし好飲料の販売を

業として行っている者が申請者の場合で、販売

場廃止後の酒類の引渡先（当該免許申請に係る

酒類の品目について製造免許又は販売業免許を

受けている製造者又は酒類販売業者をいう。）

及び引渡期日があらかじめ定められており、か

つ、当該引渡先が確実に引き取る旨の確約書を

提出しているときは、上記イの規定にかかわら

ず、期限付酒類小売業免許を付与することがで

きる。 

(2) 申請書の提出 

期限付酒類小売業免許を受けようとする場合には、

原則として、販売場を開設する日の２週間前までに申

請させる。 

(3) 免許の期限 

イ 期限付酒類小売業免許を付与する場合は、催物等

の開催期間、季節的又は臨時に人の集まる期間、運

行期間等を考慮し、適切な期限を付す。 

ロ 催物等の開催期間又は開催日が延長又は延期され

たため特に必要であると認められる場合は、免許の

期限を延長することができる。 

 

２ 届出による期限付酒類小売業免許の取扱い 

製造者又は酒類販売業者が博覧会場等（届出者又は届

出者と密接な関係にある者が催物等の主催者として管

理、運営していない場所（施設、建物等を含む。）に限

る。）で臨時に販売場を設け酒類の小売を行う場合であ

り、次の要件に該当し、かつ、原則として販売場を開設

する日の10日前までに、酒類の小売を行う旨を当該販売

場の所在地の所轄税務署長に届け出たときは、当該届出

により期限付酒類小売業免許を付与したものとして取り

扱う。 

ただし、同一者による同一場所での届出は月１回に限

る（催物等の入場者の全部又は大多数が有料入場者であ

る場合を除く。）。 
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改  正  後 改  正  前 

(1) 催物等の開催期間のうち、酒類の販売を行う期間が

10日以内（連続した日であることを要しない。）であ

る。 

（削除） 

 

(2) 催物等の開催期間又は開催期日があらかじめ定めら

れており、かつ、それが客観的に明瞭である。 

(3) 酒類の小売目的は、特売又は在庫処分等でない。 

(4) 博覧会場等の管理者との間の契約等により、販売場

の設置場所が特定されている。 

(5) 販売する酒類の範囲は、免許を受けている酒類の品

目と同一である。 

(6) 催物等の開催場所以外の場所へ酒類を配達しない。 

 

(1) 催物等の入場者の全部若しくは大多数が有料入場者

である又は催物等の開催期間が７日以内である。 

 

(2) 催物等の内容は、酒類の小売を主目的とするもので

ない。 

(3) 催物等の開催期間又は開催期日があらかじめ定めら

れており、かつ、それが客観的に明瞭である。 

(4) 酒類の小売目的は、特売又は在庫処分等でない。 

(5) 博覧会場等の管理者との間の契約等により、販売場

の設置場所が特定されている。 

(6) 販売する酒類の範囲は、免許を受けている酒類の品

目と同一である。 

(7) 催物等の開催場所以外の場所へ酒類を配達しない。 

 

 


